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朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
千
葉
教
室

平
成
二
十
五
年(

２
０
１
３)

１
０
月
２
５
日(

金)

旧
暦
九
月
二
十
一
日

加
藤

徹

こ
の
道
を
行
く
人
な
し
に
秋
の
暮

松
尾
芭
蕉
が
五
十
一
歳
の
と
き
、
元
禄
七
年
九
月
二
十
三
日(

１
６
９
４
年
１
１
月
１
０
日)

の
窪
田
意

専
・
服
部
土
芳
宛
書
簡
の
俳
句
。
芭
蕉
は
こ
の
直
後
の
十
月
十
二
日(

１
１
月
２
８
日)

に
死
去
し
た
。

秋
日

耿
湋(

８
世
紀)

返
照
入
閭
巷

返
照

閭
巷
に
入
る

憂
来
誰
共
語

憂
へ
来
た
り
て
誰
と
共
に
か
語
ら
む

古
道
少
人
行

古
道

人
の
行
く
こ
と
少
に

秋
風
動
禾
黍

秋
風

禾
黍
を
動
か
す

【
語
注
】
返
照･

･
･

夕
日
の
光
。

閭
巷･

･
･

村
里
。

禾
黍･

･
･

イ
ネ
と
キ
ビ
。シ

ュ
ウ
ジ
ツ

コ
ウ
イ

ヘ
ン
シ
ョ
ウ

リ
ョ
コ
ウ
に
イ
る

ウ
レ
え
キ
た
り
て

タ
レ
と
ト
モ
に
か
カ
タ
ら
ん

コ
ド
ウ

ヒ
ト
の
ユ
く
こ
と
マ
レ
に

シ
ュ
ウ
フ
ウ

カ
シ
ョ
を
ウ
ゴ
か
す

fǎn
zhào

rù
lǘ

xiàng
yōu

láishuígòng
yǔ

gǔ
dào

shǎo
rén

xíng
qiū

fēng
dòng

hé
shǔ

二
十
四
節
気
と
七
十
二
候

【
秋
】(

立
秋
→
処
暑
→
白
露
→
秋
分
→
寒
露
→)

霜
降(

１
０
月
２
３
日

旧
暦
九
月
十
九
日)

霜
始
降

霎
時
施

楓
蔦
黄

【
冬
】

【
初
候
】

【
次
候
】

【
末
候
】

立
冬(

１
１
月
７
日

旧
暦
十
月
五
日)

山
茶
始
開

地
始
凍

金
盞
香

小
雪(

１
１
月
２
２
日

旧
暦
十
月
二
十
日)

虹
蔵
不
見

朔
風
払
葉

橘
始
黄

大
雪(

１
２
月
７
日

旧
暦
十
一
月
五
日)

閉
塞
成
冬

熊
蟄
穴

鱖
魚
群

冬
至(

１
２
月
２
２
日

旧
暦
十
一
月
二
十
日)

乃
東
生

麋
角
解

雪
下
出
麦

小
寒(

１
月
５
日

旧
暦
十
二
月
五
日)

芹
乃
栄

水
泉
動

雉
始
雊

大
寒(

１
月
２
０
日

旧
暦
十
二
月
二
十
日)

款
冬
華

水
沢
腹
堅

鶏
始
乳

※
次
の
「
旧
正
月
」
は
２
０
１
４
年
１
月
３
１
日(

旧
暦
甲
午
年
一
月
一
日)
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『
礼
記
』
月
令
第
六
よ
り

孟
冬
之
月
、
日
在
尾
、
昏
危
中
、
旦
七
星
中
。
其
日
壬
癸
、
其
帝
顓

頊
、
其
神
玄
冥
、
其
蟲
介
、
其
音
羽
、
律
中
応
鍾
、
其
数
六
、
其
味
鹹
、

其
臭
朽
、
其
祀
行
、
祭
先
腎
。
水
始
氷
、
地
始
凍
。
雉
入
大
水
為
蜃
。

虹
蔵
不
見
。

孟
冬
の
月
、
日
は
尾
に
在
り
、
昏
に
危
中
し
、
旦
に
七
星
中
す
。
其
の
日
は
壬
癸
、

其
の
帝
は
顓
頊
、
其
の
神
は
玄
冥
、
其
の
虫
は
介
、
其
の
音
は
羽
、
律
は
応
鍾
に
中

り
、
其
の
数
は
六
、
其
の
味
は
鹹
、
其
の
臭
は
朽
、
其
の
祀
は
行
、
祭
る
に
腎
を
先

に
す
。
水
始
め
て
氷
り
、
地
始
め
て
凍
る
。
雉
、
大
水
に
入
り
て
蜃
と
為
る
。
虹
、

蔵
れ
て
見
え
ず
。

ラ
イ
キ
、
ガ
ツ
リ
ョ
ウ
ダ
イ
ロ
ク
よ
り
。

モ
ウ
ト
ウ
の
ツ
キ
、
ヒ
は
ビ
に
ア
り
、
コ
ン
に
キ
、
チ
ュ
ウ
し
、
ア
シ
タ
に
シ
チ
セ
イ
、
チ
ュ
ウ
す
。

ソ
の
ヒ
は
ジ
ン
キ
、
ソ
の
テ
イ
は
セ
ン
ギ
ョ
ク
、
ソ
の
シ
ン
は
ゲ
ン
メ
イ
、
ソ
の
ム
シ
は
カ
イ
、
ソ
の

オ
ン
は
ウ
、
リ
ツ
は
オ
ウ
シ
ョ
ウ
に
ア
タ
り
、
ソ
の
ス
ウ
は
ロ
ク
、
ソ
の
ア
ジ
は
カ
ン
、
ソ
の
シ
ュ
ウ

は
キ
ュ
ウ
、
ソ
の
シ
は
コ
ウ
、
マ
ツ
る
に
は
ジ
ン
を
サ
キ
に
す
。
ミ
ズ
、
ハ
ジ
め
て
コ
オ
り
、
チ
、
ハ

ジ
め
て
コ
オ
る
。
キ
ジ
、
タ
イ
ス
イ
に
イ
り
て
シ
ン
と
ナ
る
。
ニ
ジ
、
カ
ク
れ
て
ミ
え
ず
。

【
語
注
】
孟
冬･

･
･

冬
の
初
め

尾
・
危
・
七
星･

･
･

天
文
用
語
で
星
の
「
二
十
八
宿
」
の
名
前
。

壬

癸･
･
･

「
み
ず
の
と
」
「
み
ず
の
え
」
。
十
干
の
う
ち
五
行
の
「
水
」
に
あ
た
る

帝･
･
･

主
任
的
な
神

神･
･
･

副
主
任
的
な
神

蟲･
･
･

「
む
し
」「
動
物
」
。
本
来
は
「
虫
」
と
は
別
の
字
。

介･
･
･

「
魚
介
類
」

の
「
介
」
。

羽･
･
･

音
楽
用
語
で
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
」
の
「
ラ
」
に
あ
た
る
音
。

応
鍾･

･
･

音
楽
用
語
で

「
十
二
律
」
の
十
二
番
目
の
音
。

行･
･
･

旅
行

蜃･
･
･

「
蜃
気
楼
」
の
「
蜃
」
。
ミ
ズ
チ
な
い
し
巨
大

な
ハ
マ
グ
リ
。

周
興
嗣(

４
７
０
？
～
５
２
１)

「
千
字
文
」
よ
り

寒
来
暑
往

寒
さ
来
た
れ
ば
暑
さ
往
き

秋
収
冬
蔵

秋
に
収
め
冬
に
蔵
す

シ
ュ
ウ
コ
ウ
シ
「
セ
ン
ジ
モ
ン
」
よ
り
。

サ
ム
さ
キ
た
れ
ば

ア
ツ
さ
ユ
き

ア
キ
に
オ
サ
め

フ
ユ
に
ゾ
ウ
す

カ
ン
ラ
イ
シ
ョ
オ
ウ
、

hán
láishǔ

w
ǎng

シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ト
ウ
ゾ
ウ
。

qiū
shōu

dōng
cáng
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藤
原
公
任
撰
『
和
漢
朗
詠
集
』(

１
０
１
３
年
ご
ろ)

三
五
六

冬
夜

一
盞
寒
灯
雲
外
夜

一
盞
の
寒
灯
は
雲
外
の
夜

数
盃
温
酎
雪
中
春

数
盃
の
温
酎
は
雪
の
中
の
春

フ
ユ
の
ヨ

イ
ッ
サ
ン
の
カ
ン
ト
ウ
は

ウ
ン
ガ
イ
の
ヨ

ス
ハ
イ
の
ウ
ン
チ
ュ
ウ
は

ユ
キ
の
ウ
チ
の
ハ
ル

yīzhǎn
hán

dēng
yún

w
àiyè

shù
bēiw

ēn
zhòu

xuě
zhōng

chūn

【
参
考
・
白
居
易=

白
楽
天
の
原
詩
】

「
和
李
中
丞
与
李
給
事
山
居
雪
夜
同
宿
小
酌
」

白
居
易(

７
７
２
～
８
４
６)

憲
府
触
邪
峨
豸
角
、
瑣
闈
駁
正
犯
竜
鱗
。
那
知
近
地
斎
居
客
、
忽
作
深
山
同
宿
人
。

一
盞
寒
灯
雲
外
夜
、
数
盃
温
酎
雪
中
春
。
林
泉
莫
作
多
時
計
、
諌
猟
登
封
憶
旧
臣
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
三
五
八

貫
之

お
も
ひ
か
ね
妹
が
り
ゆ
け
ば
冬
の
夜
の
川
風
さ
む
み
千
鳥
な
く
な
り

い

も

ち

ど

り

冬
夜
読
書

冬
夜
、
書
を
読
む

菅
茶
山(

１
７
４
８
～
１
８
２
７)

雪
擁
山
堂
樹
影
深

雪
は
山
堂
を
擁
し
て

樹
影
深
し

檐
鈴
不
動
夜
沈
沈

檐
鈴

動
か
ず

夜
沈
沈

閑
収
乱
帙
思
疑
義

閑
か
に
乱
帙
を
收
め
て

疑
義
を
思
ふ

一
穂
青
灯
万
古
心

一
穂
の
青
灯

万
古
の
心

ト
ウ
ヤ

シ
ョ
を
ヨ
む

カ
ン
サ
ザ
ン(

カ
ン
チ
ャ
ザ
ン)

ユ
キ
は
サ
ン
ド
ウ
を
ヨ
ウ
し
て

ジ
ュ
エ
イ

フ
カ
し

エ
ン
レ
イ

ウ
ゴ
か
ず

ヨ
ル
、
チ
ン
チ
ン

シ
ズ
か
に
ラ
ン
チ
ツ
を
オ
サ
め
て

ギ
ギ
を
オ
モ
う

イ
ッ
ス
イ
の
セ
イ
ト
ウ

バ
ン
コ
の
コ
コ
ロ

【
語
注
】
檐
鈴･

･
･

軒
下
の
鈴

帙･
･
･

和
本
を
入
れ
る
箱
の
よ
う
な
カ
バ
ー
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左
遷
至
藍
関
示
姪
孫
湘

左
遷
せ
ら
れ
て
藍
関
に
至
り
姪
孫
湘
に
示
す

韓
愈
（
７
６
８
～
８
２
４
）

一
封
朝
奏
九
重
天

一
封

朝
に
奏
す

九

重
の
天

あ
し
た

き
ゅ
う
ち
ょ
う

夕
貶
潮
州
路
八
千

夕
べ
に
潮
州
に
貶
せ
ら
る

路
八
千

へ

ん

み

ち

欲
為
聖
明
除
弊
事

聖
明
の
為
に
弊
事
を
除
か
ん
と
欲
す

肯
将
衰
朽
惜
残
年

肯
て
衰
朽
を
将
て

残
年
を
惜
し
ま
ん
や

あ

へ

も

っ

雲
横
秦
嶺
家
何
在

雲
は
秦
嶺
に
横
た
は
り
て

家

何
く
に
か
在
る

い
づ

雪
擁
藍
関
馬
不
前

雪
は
藍
関
を
擁
し
て

馬
前
ま
ず

す
す

知
汝
遠
来
応
有
意

知
る

汝
が
遠
く
来
る

応
に
意
有
る
べ
し

ま

さ

好
収
吾
骨
瘴
江
辺

好
し

吾
が
骨
を
収
め
よ

瘴
江
の
辺
に

よ

し
ょ
ぅ
こ
う

ほ
と
り

サ
セ
ン
せ
ら
れ
て
ラ
ン
カ
ン
に
イ
タ
り
、
テ
ツ
ソ
ン
、
シ
ョ
ウ
に
シ
メ
す
。
カ
ン
ユ
。

イ
ッ
プ
ウ

ア
シ
タ
に
ソ
ウ
す

キ
ュ
ウ
チ
ョ
ウ
の
テ
ン
／
ユ
ウ
べ
に
チ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
に
ヘ
ン
せ
ら
る

ミ
チ

ハ
ッ
セ
ン
／
セ
イ
メ
イ
の
タ
メ
に

ヘ
イ
ジ
を
ノ
ゾ
か
ん
と
ホ
ッ
す
／
ア
エ
て
ス
イ
キ
ュ
ウ
を
モ

ッ
て

ザ
ン
ネ
ン
を
オ
し
ま
ん
や
／
ク
モ
は
シ
ン
レ
イ
に
ヨ
コ
た
わ
り
て

イ
エ

イ
ズ
く
に
か
ア
る
／

ユ
キ
は
ラ
ン
カ
ン
を
ヨ
ウ
し
て

ウ
マ

ス
ス
ま
ず
／
シ
る

ナ
ン
ジ
が
ト
オ
く
キ
タ
る

マ
サ
に
イ

ア
る
べ
し
／
ヨ
し

ワ
が
ホ
ネ
を
オ
サ
め
よ

シ
ョ
ウ
コ
ウ
の
ホ
ト
リ
に

【
語
注
】
左
遷･

･
･

韓
愈
は
五
十
二
歳
の
と
き
刑
部
侍
郎
か
ら
潮
州
刺
使
に
左
遷
さ
れ
た
。

姪
孫
湘･

･
･

韓
愈
の
甥
の
子
、
韓
湘
。

◯
『
常
山
紀
談
』「
稲
葉
一
徹
文
学
に
依
て
死
を
免
れ
し
事
」

※
稲
葉
一
鉄(

１
５
１
５
～
１
５
８
９)

稲
葉
伊
予
守
一
徹
、
織
田
信
長
に
従
ひ
け
れ
ど
も
、
信
長
、
心
解
ず
。
数
寄
屋
に
て
茶

い

よ

の

か

み

と
け

す

き

や

を
賜
は
り
、
其
の
席
に
て
刺
殺
す
べ
し
と
の
巧
な
り
。
一
徹
、
数
寄
屋
に
入
る
時
、
相
伴

た
く
み

し
ょ
う
ば
ん

の
三
人
、
挨
拶
に
「
掛
物
の
絵
を
読
給
へ
」
と
い
ふ
。
是
は
韓
退
之
の
詩
に
て
「
雲
横
秦

こ
れ

嶺
家
何
在
、
雪
擁
藍
関
馬
不
前
」
と
い
ふ
句
な
り
。
一
徹
、
少
し
学
問
あ
り
て
読
け
る
に
、

相
伴
、
其
故
を
問
ふ
。
一
徹
か
ら
／
＼
子
細
を
咄
し
け
れ
ば
、
信
長
、
壁
越
に
是
を
聞
き
、

は
な
し

か
べ
ご
し

つ
と
走
出
て
「
一
徹
に
は
荒
勝
負
ば
か
り
す
る
勇
士
と
思
ひ
し
に
、
今
聞
く
処
、
文
学
に

は
し
り
い
で

と
こ
ろ

も
達
せ
り
。
奇
特
の
事
感
ず
る
余
り
に
実
を
語
る
べ
し
。
今
日
の
も
て
な
し
は
茶
の
湯
に

あ
ら
ず
。
其
方
を
刺
殺
さ
ん
と
せ
し
巧
み
な
り
。
相
伴
の
三
人
、
皆
、
懐
剣
を
差
た
り
。

そ
の
ほ
う

さ
し

今
日
よ
り
永
く
我
に
従
ひ
て
謀
を
致
さ
れ
よ
。
ゆ
め
／
＼
害
心
を
止
た
り
」
と
云
は
れ
け

れ
ば
、
三
人
の
相
伴
、
懐
よ
り
小
脇
差
を
取
出
す
。
一
徹
平
伏
し
て
「
死
罪
を
御
免
下
さ

こ

わ
き
ざ
し

れ
候
事

忝

候
。
私
も
内
々
、
今
日
殺
さ
る
べ
き
に
て
候
は
ん
と
察
し
申
候
へ
ば
、
詮
方

か
た
じ
け
な
く

せ
ん
か
た

な
く
是
非
一
人
相
手
を
取
可
申
と
存
、
用
意

仕

候
」
と
て
、
是
も
懐
剣
を
取
出
し
て
、

と
り
も
う
す
べ
く

ぞ
ん
じ

つ
か
ま
つ
り

信
長
に
見
せ
申
し
け
れ
ば
、
信
長
い
よ
／
＼
其
の
心
が
け
を
誉
ら
れ
け
り
。

ほ
め


